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観察実習の 効用一
観察レポー トの 分析か ら一

○ 大　西 道 子　　　　 秋 山

（柚 驍大谷短期大学）

有 見 子

1　 はじめに

　短大に入学して くる学生は保育科 とい えど乳幼児 と

接 した経験がほ とんどな い学生が大半で ある。それ で

も何故保育科を選択 したかとい う質問に対 して は 「子

どもが好きだか ら」　 「幼稚園時代の 先生がとて も優し

くて
・・

％ 　「ピアノの趣味が生かせ る …　 」 等が

多くの学生 の 進路決定の 動機とな っ て い る。何 とな く

染み込んで い る 子ども観、保育観が見えて くる。保育

の 重要な側面として 、予どもが 「肉らの アイデンテイ

テ イをつ くり上 げる の を助け る仕事＊ 1 と考え る。本

学では ， 教育実醤 の 第 1 段階として 、 1年次に附属幼

稚園における観察実習 を開講 して い る。漠然 とした思

い込みの 子ども観か ら、自分の 目と耳 で 子 どもを見 て，

感じて、保育 のプ ロ としての 子 ども観 ・保育観の 形成

の一助となる体験学習と位置づ けて い る 。

　本報告は，毎圓の 観察 レポートか ら学生が ．一入…
入

の 子 どもをどう理解し、保育者 へ の 意欲 を育ん で い る

かそ の 経過を分析する。

H観察実習の概要

週 1回 a ．m ，9：00〜⊥0：00 または a ．m ．10：30〜11；30

1 クラス に所属し、 1年間、原則同 じクラスで観察課

題を中心に観察する 。

およそ 1日寺「幻養見壅翼し、　30 夕麟 ユ当ξ旨導者 （篳三者）

を交えて討論する。

観察結果は，毎回観察記録をレポ…
トとして提出す る。

観察設録は、観察内容、観察視点に沿 っ た、感想，考

察とす る。

観察課題は子どもに視点をお い たもの ，先生 を中心 に

見たもの，環境に視 轄をおい たもの，実習生に目を向

けたもの 等子ども観 ・保育観の 形成を 目標に 組 ん でい

る。

III方法

1． 観察埒期 ：平成 11 年 4 月〜平成 12 年 1月

2．　 分析資料 ：保膏科 ⊥年学生 F，の記録、 1年間の

レポー
トの膨大な記録か ら入学当初，6 月中旬， 10

月下旬 （保育園実習鮪） 11 月下旬 （保育園実習後），

1月下旬 （最終観察日）

｛H　結果と考察

資料の 感想部分の抜粋で 学生が子どもの 内面を推察し

て い る と考え られる部分を　　 で、学生 の 子ども

観 ・保育観と考える部分を

すめた。

で示 し、考察 をす

考察 ；観察対象児の選択は、4 入 の申で 1 人敵役をと

っ 　て いた H で 目立 っ たの で あろう。 ユ人で い る時問

が長くなると気になる，心配にな る，反対に他者に合

わせる，搬示に従うと安心するとい っ た学生 の姿がみ

える。
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考察 ； L2 は子どもの 表情や行為に基づ く子 どもの

気持ちを読み とる操作とい える 。 多くの子どもの姿の

新しい発見と して 実感して い る様子が伺え る。

「子ども と は」 の枠を広げて い る姿、子どもの 使う言

葉とそ の出所 （学習経路） 、子どもの遊び方、発想の

仕方 （見立て た り、ふ りをする）の豊か さ、ごっ こ遊

び （ままごと）は、女児 の 遊びと 自分 の これ ま で の経

験 （思 い込み）と
一．致 させ て の実感体験の考察で ある。

女児の遊びときめ付けて い る，これまでの子ども観の

枠組み に と らわれ た見方がまだまだ強い 中で の感動体

験の段階といえる。

考察 ：1人行動の子 H につ い て 「1　 びがで きる ・・
」

と肯定的表現で観察 し
，
1 人で い る時の子どもの気持

ちを読み取ろうとして い る様子が感じられ る 。 また H

が他者と関わろうとす る時の心境，他者へ の関わり方

の下手さ、そ の 時の他者の様子か ら他者の気持ちの読

み取りもして い る。

考察 ：保育園実習を 目前に控えて い る時期の観察であ

る。設定保育中の 子どものおしゃべ りに対 してに そ

の 内容は吟味せず，否定的である 。 実習を前にして先

生の立場を意識すると，先生の指示 に従わない子ども

の存在が改めて気にな りだした時期と言えそ うで あ る。

考察 ：子どもの白分で考え、生み出す想像力の大き さ

へ の感動がある。子 どもの 遊びや物の 使用に多欄 生を

認 め
，

そ れ を子 ども の発達し て い く大切な能力 と とら

えて い る。子どもの 想豫力 と 集団の力、幼稚園 とい う

環境との関係で子どもの姿をとらえ、子どもへ の信頼

感が高まっ て い る段階と雷えよ う。

考察 ：体験 ・具体牲の 重要性の認識

考察 ：観察実習の最終日で選 んだテ
ー

マ は先生 の 配慮

であっ た。 発表する時の並び方，お しゃべ りする子に

注意する，その他，紙しい お友達にた い して ，時計を

み なが ら， 帰りの 会の先生の進め方を考察 して い るが，

子どもの豊かな満足そ うな衰膺を捉えて お り， そ こ に

は休み中の遊び体験の裏づけを読み取 っ てい る。

IV　まとめ

　i人の学生の観察記録を通 しての保育観形成の過程

の考察である 。 子 ども に感動 ・1人行動に心配 ・指示

に従える子に安心 → 子どもの概念拡大 ・強化 → 思い込

み の訂正 → 教師の 立場優先→ 予どもの想像力と遊び ・

潜在能力 へ の信頼感の成立 → イメージ作 り ・わか りや

すい書葉遣い へ の関心 の増大→ 子どもが楽しむ、そ の

奥にある体験の重要性の認識と考察した 。 しか し こ こ

で の分析は資料の代表ではあるが一部分で 、吟 は単純

な
…

方向の もの で はな く、行きつ 戻りつ 、同時進行し

つ つ の複層性 ・逆方向陸も含ん で い ると考える e
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